■　平成２４年度　第３回国民健康保険運営協議会　議事録

	平成２４年度　第３回宗像市国民健康保険運営協議会

	日　時
	平成２５年　１月１５日（火）午後７時～午後9時

	会　場
	宗像市役所　３階　３０４会議室

	出席者
	会長：水上勝則

委員：伊藤榮子、瀧口玉代、眞武桃香、天野寛子、吉田道弘、

山本喜由、穂坂克博

	その他出席者

（事務局）
	宮部武文（副市長）、吉田洋之（健康福祉部長）、馬場園明（国保医療課長）、上島悦郎（国保医療係長）、占部圭司（国保医療課主任主事）、嶋立陽一（国保医療課主任主事）

	議事
	議事

　①平成２５年度における宗像市国民健康保険事業の運営について
（諮問）

１）宗像市国民健康保険税率（額）の改定について

２）国民健康保険税の納期の変更について

その他

①国民健康保険税の端数計算の変更について



	資料
	1． 平成２４年度第３回宗像市国民健康保険運営協議会　会議次第

2． 平成２４年度第３回宗像市国民健康保険運営協議会参考資料

	議事録（要点筆記）

	項目
	区分
	内容

	１．あいさつ
　
	副市長


	宮部副市長あいさつ

	２．開会
	事務局
	委員総数１３人に対して８人出席し、運営協議会規則第４条第５項の定足数を満たしているため会議が成立。

	（１）会長あいさつ

　
	会長

	会長あいさつ


	（２）議事録署名委員の指名
	会長
	伊藤委員と吉田委員を指名。



	（３）諮問
	副市長から会長へ
	宮部副市長から「平成25年度における宗像市国民健康保険事業の運営」について、同運営協議会へ諮問書提出。



	（４）議事

①平成25年度における宗像市国民健康保険事業の運営について

１）宗像市国民健康保険税率（額）の改定について

　


	会長
	本日の議事にはいる。それでは、市から諮問された「平成２５年度宗像市国民健康保険税率ならびに額の改定」について審議にはいる。この議事について事務局に説明を求める。



	
	事務局
	議事の内容を説明。

資料1ページのとおり平成25年度の宗像市国民健康保険税率（額）を改定する。基本的な考え方としては、平成25年度予算案で収支不足が見込まれる6億1,036万6,000円について、約１/２を国保税の改定で確保し、なお不足する部分を一般会計法定外繰入で対応する。また、介護納付金課税額（以下「介護納付金分」という。）に関しては、今後、平成27年度まで税率（額）の改定を実施し、一般会計法定外繰入を解消して収支均衡を実現する。さらに県内の他保険者（市）の税率（額）とほぼ均衡する水準を保持することを説明。

	
	会長
	これより質疑にはいる。平成25年度における宗像市国民健康保険税率（額）の改定について質疑、意見はないか

	
	A委員
	２ページの介護納付金の部分を詳細に説明してほしい。



	
	事務局
	介護納付金は、「１人あたりの単価×介護２号被保険者数」で算出した額を、介護保険に納付する仕組みで、市が国保被保険者の４０歳から６４歳までの介護保険第２号被保険者から国保税に含めて徴収することになっている。１人あたり単価や介護納付金額は、介護保険開始時からずっと増え続けている。現行税率は、平成１３年度に設定したもので、納付額が年々増加しているにもかかわらず税率（額）を改定してこなかった。そのため、税率を約１２年ぶりに改定したところ、「2.2％と14,200円」となった。



	
	A委員
	今後も介護納付金は、増加していくのか。



	
	事務局
	１人あたりの負担額は、毎年、増加してきている。介護納付金分については、適正な税率を設定し、一般会計法定外繰入を平成27年度までに解消したい。



	
	B委員
	絶対的に介護を必要とする人の数が減らないのであれば、税率は適正に変えていかないといけない理屈なんじゃないか。

	
	事務局
	ご意見のとおり。

介護納付金分については、平成12年に、毎年税率（額）を改定する方針で始まって、平成12、13年度は見直しを行った。平成14年度は、介護納付金額が結果的に平成13年度と同じだったので、税率は見直さなくてよかったが、平成15年度以降は税率（額）を見直すべきだった。負担の公平性から、この介護納付金分について国保税率（額）の改定をすることが急務であると考えている。



	
	C委員
	介護納付金分については、平成27年度までに一般会計法定外繰入を解消することとしているが、平成28年度以降は、医療給付分と後期高齢者支援金分について、一般会計法定外繰入を解消していく計画なのか。

	
	事務局
	基本的に平成25、26年は、一般会計からの法定外繰入を実施する予定である。あとは医療費の状況を見ながら考えていかざるを得ない。一気に法定外繰入をなくすことは、非常に難しい。医療費の状況で一般会計法定外繰入額が決まってくるので、医療費の状況がある程度で落ち着いてくれば、繰入もそれなりに減らせるが、医療費が増加すれば、税率を上げざるを得ない。



	
	B委員

	平成２７年度までの計画はあるが、それ以降はどうするのか。高い収納率が落ちないように保険税をきちんと納めてもらうためには、適正に使っていることの説明が必要ではないか。



	
	事務局

	収納率に関しては、今のレベルを確保したい。収納担当課も含めて心していかざるをえない。そのための方策を考えているところである。また、保険制度の原則からいうと、法定外繰り出しは「０」が基本。しかし、そうした場合、高齢者が多い国保被保険者が、その国保税を支払えるのかどうかを考える必要がある。所得の水準、景気の動向、それから医療費の動向を考えながら、十分検討すべきと考える。

	
	D委員
	ずっと税率（額）を上げてこなかったことも市民のみなさんに説明が必要。また、安易に病院に行く私たちにも責任があるのではないか。

	
	B委員
	病院に行くことを過度に抑制することはよくないが、深夜加算がつく急患センターの利用などについては、考えてもらう必要がある。このような医療費の適正化策についても市民のみなさんに周知することは大切。



	
	事務局
	きちんと国保被保険者や住民のみなさんに説明したいと思う。昨年の４月から広報で約１年間周知してきて反響があった。新年度もそういった国保の状況、健康づくりの方法、医療機関のかかり方などについて啓発、周知する必要があると考えている。



	
	会長
	一般市民や国保被保険者に広報できていない部分があるのではないか。周知徹底することで医療費の適正化も期待できる。しかし、それができなかったことで、現在に至った。これを被保険者のみなさんに理解してもらい、また、この国保税率（額）改定の数字が妥当であるか、適正であるか、負担が重過ぎないか、という視点で意見を出してほしい。今日は、最終的な結論をとる予定はなく、次回でまとめあげたいと思っている。この議題については、次回の会議で継続審議ということで、異議はないか。



	
	各委員
	承認

	
	会長

　


	次の議題にはいる。

国民健康保険税の納期の変更について、事務局の説明を求める。

	２）国民健康保険税納期の変更について
	事務局
	資料の１ページ目の「（２）」の説明。

被保険者の負担感を少しでも軽減する方策として、現在８期の納期を１０期に増やす案を説明。



	
	会長
	この案件は、今回の国保税率額の改定を前提の提案か。

	
	事務局
	今回の税率（額）改定を前提としている。

	
	会長
	これも税率の改定に関連があるので、次回にあわせて審議することで、よろしいか。

	
	各委員
	承認

	（５）その他

①国民健康保険税の端数計算の変更について
　

３．その他


	会長
	その他の議題にはいる。「国民健康保険税の端数計算の変更について」、事務局の説明を求める。



	
	事務局
	それでは資料13ページ、「国民健康保険税の端数計算の変更」について説明。要旨は、国保税納付額の平準化を図るため、各納期の分割金額に係る端数計算の単位を、現在の「千円単位」から、「百円単位」に変更するもの。



	
	B委員
	国保税の納期は、どうして「１２期」じゃなくて「８期」とか「１０期」なのか。

	
	事務局
	「１２期」にすると、所得額が確定していないため４月、５月は仮徴収し、６月に所得額が確定したときに、改めて算定をやり直すことになる。被保険者の方も何回も通知がくるために混乱してしまう。また、事務作業も増えることで、全国的に仮徴収制度を実施しない方向となっている。それで、4月、5月を納期からはずして、「１０期」にするもの。被保険者のみなさんの１期あたりの負担感額を少しでも軽減することが目的である。

	
	B委員
	「１０期」の市町村は、県内でどのぐらいあるか。

	
	事務局
	次回、調査して示したい。

	
	E委員
	現在、月末納付だが、3月末日は大丈夫か。全体的に納付日を月初めにする必要はないか。

	
	事務局
	国保だけ先行できない。他の税との関係もあるので、調整させていただきたい。

	
	会長
	この議題について異議はないか。



	
	各委員
	異議なし。

	
	会長
	ご異議がないようなので、この件は承認されたものとする。

	
	会長
	次回開催日を1月29日の18時からとしたいが、どうか。

	
	各委員
	了承

	
	会長
	次回開催日を1月29日（火）の18時からとする。

本日の議事はすべて終了したが、ほかにないか。

ないようなので、第3回宗像市国民健康保険運営協議会は、これで終了する。

今後、なお一層の議論をお願いしたい。長時間の議論、ありがとうございました。


平成２５年　３　月　４　日
宗像市国民健康保険運営協議会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　水上　　勝則　　　　㊞

議事録署名委員

　　　　　吉田　　道弘　 　　　㊞

議事録署名委員

　　　　伊藤　　榮子　　 　　㊞
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